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自然の恵みを活かし、バイオ技術をベースに、
人々に食の楽しさと健やかなくらしを提供します。

すべてのものをお酒に変える力を持つという伝説の女神、「オエノ」。
ギリシャ・ローマ神話では「オエノ」は酒神「バッカス」にその力を授けられました。
いつまでもお客様と喜びを共有するために、新しい商品・サービスを常に提供していきたい。
──これがオエノングループの理念です。
バイオ技術の象徴である「オ

・ ・ ・
エノ」をいしずえとし、この理念を実現するために、

バイオ技術をベースとしたさらなる事業の展開（「オ
・ ・

ン」）を目指し商号としました。

グル ープ 企 業 理 念

社 名 の 由 来

株主の皆様へ
　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申
し上げます。
　ここに、当社第118回定時株主総会の招集ご通知をお届け
いたします。
　当社グループはグループ企業理念の下、酒類や酵素医薬品
等の分野において、発酵技術を核とする「バイオテクノロ
ジー」をベースとした事業を展開しております。
　その中において、お客様に「安心」「安全」をお届けするこ
とを第一に考え、グループの普遍概念である「顧客志向」「収
益志向」に則り事業活動を行い、併せて「将来価値の共創」
に資する取組みを進めております。
　当社は、2024年10月に創立100周年を迎え、10年後の
2034年に「めざす姿」を示す長期ビジョン「NEXT100」 
および2024年からの5年間を「新たな成長のための足場を固
める期間」と位置付けた行動計画「中期経営計画2028」を策
定いたしました。
　当社グループは、持続的な成長と中長期的な企業価値向上
のため長期ビジョン「NEXT100」および「中期経営計画
2028」の達成に努め、諸施策を進めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

2025年3月
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株 主 各 位

（証券コード：2533）
2025年3月6日

（電子提供措置の開始日2025年2月26日）

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第118回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
　本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイトに「第118回
定時株主総会招集ご通知」および「第118回定時株主総会招集ご通知に際してのその他の電子提供措置事項（交
付書面省略事項）」として電子提供措置事項を掲載しております。

　なお、当日のご出席に代えて、郵送またはインターネットによって議決権を行使することができます。お手数
ながら電子提供措置事項に掲載の「株主総会参考書類」をご検討いただき、2025年3月21日（金曜日）午後5
時までに議決権を行使くださいますようお願い申し上げます。

敬　具

　また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

第118回 定時株主総会招集ご通知

東京都墨田区東駒形1丁目17番6号
オエノンホールディングス株式会社
代表取締役社長　 西永 裕司

https://www.oenon.jp/ir/information/meeting/
■ 当社ウェブサイト

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
■ 東証ウェブサイト

　上記のウェブサイトにアクセスして、銘柄名（会社名）に当社名「オエノンホールディン
グス」またはコードに証券コード「2533」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類／PR情報」

「株主総会招集通知／株主総会資料」を順に選択のうえ、「2025年定時株主総会招集通知及
び株主総会資料」および「2025年定時株主総会招集ご通知に際してのその他の電子提供措
置事項（交付書面省略事項）」をご覧ください。
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◎ 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。
◎  書面交付請求された株主様へご送付している書面には、法令および当社定款第15条の規定に基づき、下記の事項を除いております。

したがって、当該書面は監査報告を作成するに際し、監査役および会計監査人が監査をした書面の一部であります。
　　 • 連結注記表
　　 • 個別注記表
◎  本株主総会の決議結果につきましては、書面による決議通知のご送付に代えて、株主総会終了後、当社ウェブサイト（https://www.

oenon.jp/ir/）に掲載させていただきますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。

記
1. 日　時 2025年3月24日（月曜日）午前10時

2. 場　所 東京都千代田区内幸町1丁目1番1号　帝国ホテル東京 本館2階「孔雀西の間」

3. 会議の目的事項
  報告事項 第118期（2024年1月1日から2024年12月31日まで）事業報告、連結計算書類および計算

書類の内容並びに会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

  決議事項 第1号議案　剰余金の処分の件
第2号議案　取締役5名選任の件
第3号議案　監査役1名選任の件
第4号議案　補欠監査役1名選任の件

4. 招集にあたっての決定事項
次頁「議決権行使についてのご案内」をご参照ください。

以　上
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議決権行使についてのご案内

株主総会に当日ご出席いただけない方
議決権の行使には以下の3つの方法がございます。

議決権行使書による議決権行使

【議決権の行使のお取り扱いについて】
議決権行使書用紙において、議案につき賛否のご表示がない場合は、「賛成」
の意思表示があったものとしてお取り扱いさせていただきます。

インターネットによる議決権行使に必要と
なる、ログインIDと仮パスワードが記載さ
れています。

こちらに、議案の賛否をご記入ください。
【議案】
⃝ 賛成の場合  「賛」の欄に○印

⃝ 否認する場合  「否」の欄に○印
※ 第2号議案においては賛否を〇印で表示いた

だき、候補者の一部の者につき異なる意思を
表示される場合は、その候補者の番号をご記
入ください。

TAKARA

議 決 権 の 数
個

基準日現在のご所有株式数

議 決 権 の 数
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ログイン用ＱＲコード

私は、2025年３月24日開催のオエノンホールディングス株式会社第118回定時株
主総会（継続会または延会の場合も含む。）における各議案の原案に対し右
記（賛否を○印で表示）のとおり、議決権を行使します。
2025年３月　　日

議 決 権 行 使 書

（ご注意）

当社は、各議
案につき賛否
の表示のない
場合は、賛成
の意思表示が
あったものと
してお取扱い
たします。

御中
議　　　案 原案に対する賛否

第１号議案 賛 否

第２号議案
賛 否

（但し　　　　　を除く）

第３号議案 賛 否

第４号議案 賛 否

議決権の数は１単元ごとに１個となります。
お　願　い

1. 当日株主総会にご出席の際は、議決権行使書用紙
を会場受付へご提出ください。

2. 当日ご出席されない場合は、以下のいずれかの方
法によりお早めに議決権を行使ください。
① 議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえ、ご返

送いただく方法
※ 第２号議案においては、賛否を〇印で表示いた

だき、候補者の一部の者につき異なる意思を表
示される場合は、その候補者の番号をご記入く
ださい。

② スマートフォンでログイン用QRコードを読み
取るか、ウェブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）
に以下のID、パスワードにてログイン後、議決権
を行使いただく方法

ログインID
5432-9876-2358-DPS
仮パスワード
123456

株主番号(8桁)

090_0194301102503.indd   1090_0194301102503.indd   1 2025/01/31   20:41:412025/01/31   20:41:41

1 郵送による議決権行使
電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討いただき、同封の議決
権行使書用紙に賛否をご表示され、ご返送いただきたくお願い申し上げます。

行使期限 2025年3月21日（金曜日）午後5時到着分まで

2 インターネットによる議決権行使

当社の指定する議決権行使ウェブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）にアク
セスしていただき、2025年３月21日（金曜日）午後5時までにご行使ください。
詳しくは、次頁をご覧ください。

株主総会に当日ご出席いただける方

3 株主総会への出席による議決権行使
同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。
株主総会にご出席願えない場合、議決権を有する他の株主１名に代理人として
出席していただくことができます。但し、代理権を証明する書面のご提出が必
要となりますのでご了承ください。

見本

TAKARA

議 決 権 の 数
個

基準日現在のご所有株式数
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私は、2025年３月24日開催のオエノンホールディングス株式会社第118回定時株
主総会（継続会または延会の場合も含む。）における各議案の原案に対し右
記（賛否を○印で表示）のとおり、議決権を行使します。
2025年３月　　日

議 決 権 行 使 書

（ご注意）

当社は、各議
案につき賛否
の表示のない
場合は、賛成
の意思表示が
あったものと
してお取扱い
たします。

御中
議　　　案 原案に対する賛否

第１号議案 賛 否

第２号議案
賛 否

（但し　　　　　を除く）

第３号議案 賛 否

第４号議案 賛 否

議決権の数は１単元ごとに１個となります。
お　願　い

1. 当日株主総会にご出席の際は、議決権行使書用紙
を会場受付へご提出ください。

2. 当日ご出席されない場合は、以下のいずれかの方
法によりお早めに議決権を行使ください。
① 議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえ、ご返

送いただく方法
※ 第２号議案においては、賛否を〇印で表示いた

だき、候補者の一部の者につき異なる意思を表
示される場合は、その候補者の番号をご記入く
ださい。

② スマートフォンでログイン用QRコードを読み
取るか、ウェブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）
に以下のID、パスワードにてログイン後、議決権
を行使いただく方法

ログインID
5432-9876-2358-DPS
仮パスワード
123456

株主番号(8桁)

090_0194301102503.indd   1090_0194301102503.indd   1 2025/01/31   20:41:412025/01/31   20:41:41
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インターネットによる議決権行使は、スマートフォンまたはパソコン等 
から議決権行使ウェブサイトにアクセスいただき、画面の案内に従って
行使していただきますようお願いいたします。

詳しくは同封の
案内チラシをご覧ください。

議決権行使書副票（右側）

インターネットによる議決権行使のご案内

スマートフォンの場合　QRコードを読み取る方法

議決権行使期限
2025年３月21日（金）
　　　　午後5時まで

TAKARA

議 決 権 の 数
個

基準日現在のご所有株式数

議 決 権 の 数
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私は、2025年３月24日開催のオエノンホールディングス株式会社第118回定時株
主総会（継続会または延会の場合も含む。）における各議案の原案に対し右
記（賛否を○印で表示）のとおり、議決権を行使します。
2025年３月　　日

議 決 権 行 使 書

（ご注意）

当社は、各議
案につき賛否
の表示のない
場合は、賛成
の意思表示が
あったものと
してお取扱い
たします。

御中
議　　　案 原案に対する賛否

第１号議案 賛 否

第２号議案
賛 否

（但し　　　　　を除く）

第３号議案 賛 否

第４号議案 賛 否

議決権の数は１単元ごとに１個となります。
お　願　い

1. 当日株主総会にご出席の際は、議決権行使書用紙
を会場受付へご提出ください。

2. 当日ご出席されない場合は、以下のいずれかの方
法によりお早めに議決権を行使ください。
① 議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえ、ご返

送いただく方法
※ 第２号議案においては、賛否を〇印で表示いた

だき、候補者の一部の者につき異なる意思を表
示される場合は、その候補者の番号をご記入く
ださい。

② スマートフォンでログイン用QRコードを読み
取るか、ウェブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）
に以下のID、パスワードにてログイン後、議決権
を行使いただく方法

ログインID
5432-9876-2358-DPS
仮パスワード
123456

株主番号(8桁)

090_0194301102503.indd   1090_0194301102503.indd   1 2025/01/31   20:41:412025/01/31   20:41:41

「ログイン用
QRコード」はこちら ▼

スマートフォンでの議決権行使は、「ログインID」「仮パスワード」の
入力が不要です。
同封の議決権行使書副票（右側）に記載された「ログイン用QRコード」を 
読み取りいただくことで、ログインいただけます。

機関投資家の皆様へ
議決権電子行使プラットフォームについて
機関投資家の皆様は、㈱ICJが運営する議決権電子行使プラットフォームの利用を事前に申し込まれた
場合には、当該プラットフォームをご利用いただけます。

見本
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私は、2025年
３月24日開催のオエノンホールディングス株式会社第118回定時株

主総会（継続会または延会の場合も含む。）における各議案の原案に対し右

記（賛否を○印で表示）のとおり、議決権を行使します。

2025年
３月　　日

議 決
権 行

使 書

（ご注意）

当社は、各議

案につき賛否

の表示のない

場合は、賛成

の意思表示が

あったものと

してお取扱い

たします。

御中

議　　　案
原案に対する賛否

第１号議案
賛

否

第２号議案
賛

否

（但し　　　　　を除く）

第３号議案
賛

否

第４号議案
賛

否

議決権の数は１単元ごとに１個となります。

お　願　い

1. 当日株主総会にご出席の際は、議決権行使書用紙

を会場受付へご提出ください。

2. 当日ご出席されない場合は、以下のいずれかの方

法によりお早めに議決権を行使ください。

① 議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえ、ご返

送いただく方法

※ 第２号議案においては、賛否を〇印で表示いた

だき、候補者の一部の者につき異なる意思を表

示される場合は、その候補者の番号をご記入く

ださい。

② スマートフォンでログイン用QRコードを読み

取るか、ウェブサイト（https://ev
ote.tr.

mufg.jp/）

に以下のID、パスワードにてログイン後、議決権

を行使いただく方法

ログインID

5432-9876
-2358

-DPS

仮パスワード

12345
6

株主番号(8桁)

090_
0194

3011
0250

3.in
dd  

 1

090_
0194

3011
0250

3.in
dd  

 1

2025
/01/

31  
 20:

41:4
1

2025
/01/

31  
 20:

41:4
1
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ご注意事項
■ インターネットにより議決権を行使される場合は、郵

送によるお手続きは不要です。
■ 郵送とインターネットにより、二重に議決権行使をさ

れた場合は、到着日時を問わず、インターネットに
よる議決権行使の内容を有効として取り扱わせてい
ただきます。

■ インターネットにより、複数回数にわたり議決権行使
をされた場合は、最終に行われた議決権行使の内容
を有効として取り扱わせていただきます。

■ 議決権行使ウェブサイトへのアクセスに際して発生す
る費用は、株主様のご負担となりますので、ご了承
ください。

ログインID・仮パスワードを入力する方法

議決権行使ウェブサイト
https://evote.tr.mufg.jp/

以降は画面の案内に従って
賛否をご入力ください。

【議決権行使ウェブサイトの操作方法に
関するお問い合わせについて】

三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
電話： 0120-173-027

（通話料無料、受付時間：9：00～21：00）

2. お手元の議決権行使書用紙の副票（右側）に記載された
「ログインID」および「仮パスワード」を入力

「ログイン」をクリック

三菱UFJ信託　議決権行使サイト 検索

1. 議決権行使ウェブサイトにアクセスする

「次の画面へ」をクリック

第118回 定時株主総会招集ご通知
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当日の式次第 会場のご案内

〈ご参考〉株主総会について

午前10時開会

報告事項の報告

対処すべき課題のご説明

議案審議

質疑応答

閉会

展
示
試
飲
会
会
場

入場口

前 方

後 方

株
主
様
席

誘導順序 3

誘導順序 2 誘導順序 1

議 長・役員席

受 付

AブロックBブロック

Cブロック

定時株主総会終了後、帝国ホテル東京 本館2階「孔雀東の間」にて、株主様向けに展示試飲会を開催いた
します。株主総会にご出席いただける場合には、引き続きご出席くださいますようお願い申し上げます。
株主の皆様には、当社グループ各社の商品のご紹介およびご試飲を通じて、当社事業への一層のご理
解を賜ることが叶いましたら幸いに存じます。
展示試飲会は、株主総会に出席された株主の皆様に当社グループ各社の商品をご紹介し、ご試飲してい
ただく場として開催いたしますので、株主様ご本人のみのご案内とさせていただきます。
株主総会終了後、展示試飲会会場へ一斉に移動なさいますと大変危険でございますので、当日のアナ
ウンス、係員の指示にて、Aブロック⇒Bブロック⇒Cブロックの順でご案内をさせていただきます。
酒類のご試飲となりますので、飲酒・酒気帯び運転防止の観点から、お車でのご来場はお控えください
ますようお願い申し上げます。
なお、20歳未満の方への酒類の提供は固くお断りいたします。会場内におきまして年齢確認（免許証等
のご提示）をお願いする場合がございますのでご了承ください。

株主様向け展示試飲会開催のご案内

株主様向け展示試飲会

第118回 定時株主総会招集ご通知
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第1号議案 剰余金の処分の件

議案および参考事項

当期の剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

株 主 総 会 参 考 書 類

当社は、当社の業績、連結決算の状況、中長期的な収益状況、設備投資計画、適正な内部留保額、配
当性向などを総合的に勘案しながら、継続的・安定的な配当を行うことを基本方針とし、中期的には、DOE
の水準を2.5％程度へ引き上げることを目指しております。

この方針に基づき、当期の期末配当につきましては、下記のとおりとさせていただきたいと存じます。
なお、当社は2024年10月に創立100周年を迎えることができました。株主の皆様へは厚く御礼を申し上

げるとともに、当期末配当において創立100周年記念配当を実施いたしたいと存じます。

（1）  株主に対する配当財産の割当てに関する事項 
およびその総額

 当社普通株式1株につき金10円
 総額 577,357,650円
  当期末配当の内訳としましては、普通配当8円

に創立100周年記念配当の2円を加えさせてい
ただいております。

（2） 剰余金の配当が効力を生じる日
 2025年3月25日

■（ご参考）1株当たり配当金／配当性向

0

△5

5

（円）■ 1株当たり配当金　■ 記念配当

0

50

△50

10 100

（%）●　配当性向

第114期
2020年度

第115期
2021年度

77

第116期
2022年度

77
55

88
88

1010
22

36.336.3

139.2139.2

△23.6△23.6
第117期
2023年度

13.713.7

第118期
2024年度

21.121.1

該当事項はありません。

2. その他の剰余金の処分に関する事項

1. 期末配当に関する事項

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
第1号議案 剰余金の処分の件
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第2号議案 取締役５名選任の件

候補者
番号 氏  名 性別 現在の当社における地位・担当 取締役会

出席回数

1 西
に し

永
な が

 裕
ゆ う

司
じ

男性 再任

代表取締役社長
グループ経営全般
指名・報酬委員会委員
中期経営戦略策定委員会委員長
CSR・コンプライアンス委員会委員長

15回中15回

2 岡
お か

田
だ

 英
ひ で

明
あ き

男性 新任 ― ―

3 田
た

中
なか

 直
なお

子
こ

女性 新任 コーポレートコミュニケーション室長 ―

4 尾
お

崎
ざ き

 行
ゆ き

正
ま さ

男性 再任 社外 独立 社外取締役
指名・報酬委員会委員長 15回中15回

5 大
おお

鹿
しか

 麗
れい

子
こ

女性 新任 社外 独立 社外監査役

15回中15回
※ 監査役として

取締役会に
出 席した状
況を記載して
おります。

注． 当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者がその職務の執行に関し責任を負うことまたは当該責
任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により塡補することとしております。
各候補者は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、次回更新時には同内容での更新を予定しております。

本定時株主総会終結の時をもって、取締役　西永裕司、長井幸夫、菅原栄司、尾崎行正の4氏は任期満了
となります。

つきましては、社内出身者と異なる視点を経営に反映することで、経営体制の一層の強化を図るとともに、コ
ンプライアンスおよびコーポレート・ガバナンスの充実を図るため社外取締役1名を増員し、取締役5名の選任を
お願いいたしたいと存じます。

取締役候補者は次のとおりであります。

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
第2号議案 取締役5名選任の件
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■（ご参考）自己資本利益率（ROE）

第114期
2020年度

17.317.3

第115期
2021年度

第117期
2023年度

第116期
2022年度

5.85.8

1.51.5

△6.7△6.7

第118期
2024年度

12.112.1

△10.0

△6.0
△8.0

2.0
4.0

△2.0
△4.0

0

6.0
8.0
10.0
12.0
14.0

0

16.0
18.0
20.0
（%）

地位 社外
独立 氏名 性別

専門性と経験

企業経営・ 
経営戦略

セールス・ 
マーケティング

製造・ 
生産技術 研究開発 サステナビリティ 法務・ 

リスクマネジメント 財務・会計 IT・ 
DX

代表取締役
社長 西永　裕司 男性 ● ● ● ● ● ●

取締役 岡田　英明 男性 ● ● ● ●

取締役 田中　直子 女性 ● ● ●

社外取締役 ● 尾崎　行正 男性 ●

社外取締役 ● 齋藤　忠夫 男性 ● ●

社外取締役 ● 大鹿　麗子 女性 ● ●

■（ご参考）取締役および取締役候補者のスキル・マトリックス

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
第2号議案 取締役5名選任の件
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候補者番号

1

●性別
男性
●生年月日
1965年２月７日生
●在任期間
15年（本総会終結時）
●取締役会出席回数
15回/15回（100％）
●所有する当社株式の数
202,200株

●略歴並びに当社における地位および担当

西
に し

永
な が

 裕
ゆ う

司
じ

1988年 8月 当社入社
2007年 2月 合同酒精株式会社執行役員
2008年 2月 当社経営戦略企画室部長
2010年 2月 当社グループ管理部門担当、経営戦略企画室長
 3月 当社取締役

合同酒精株式会社取締役
2011年 2月 当社グループ総務・管理部門担当、

当社中期経営戦略策定委員会事務局長
2015年 3月 当社代表取締役社長（現）

当社グループ経営全般（現）
当社中期経営戦略策定委員会委員長（現）
当社CSR委員会（現CSR・コンプライアンス委員会）委員長（現）
合同酒精株式会社代表取締役副会長

2016年 3月 同社代表取締役社長（現）
 12月 当社指名・報酬委員会委員長
2021年 2月 当社指名・報酬委員会委員（現）

再任

（注）1． 西永裕司氏は合同酒精株式会社の代表取締役社長であり、当社と同社との間には、商標権実施、不動産賃貸
借等の取引関係があり、同社は当社と同一の部類に属する事業（不動産事業）を行っております。

 2． 西永裕司氏は株式会社オエノンアセットコーポレーションの代表取締役社長であり、当社と同社との間には、商
標権実施、不動産賃貸借等の取引関係があり、同社は当社と同一の部類に属する事業（不動産事業）を行って
おります。

●取締役候補者とした理由

●重要な兼職の状況

西永裕司氏は、これまでに経営企画・管理・営業・生産の各分野およびグループ会社
の経営者を経験し、当社グループの事業および会社経営についての豊富な実績と幅広
い見識を有しております。同氏は当社の代表取締役社長として強いリーダーシップと決
断力を発揮しており、経営を統括する者として、経営の意思決定に参画することが、当社
グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資すると判断したため、引き
続き取締役候補者といたしました。
選任後は、指名・報酬委員会の委員を務める予定であります。

•合同酒精株式会社　代表取締役社長
•福徳長酒類株式会社　取締役
•秋田県醗酵工業株式会社　取締役
•オエノンプロダクトサポート株式会社　取締役
•株式会社オエノンアセットコーポレーション　代表取締役社長
•株式会社サニーメイズ　取締役

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
第2号議案 取締役5名選任の件

11



（注） 岡田英明氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。

候補者番号

2

●性別
男性
●生年月日
1973年1月11日生
●所有する当社株式の数
0株

●略歴並びに当社における地位および担当

岡
お か

田
だ

 英
ひ で

明
あ き

1997年 4月 当社入社
2019年 2月 合同酒精株式会社　生産本部副本部長
2024年 2月 同社執行役員（現）
2025年 2月 同社生産本部長（現）

新任
●取締役候補者とした理由
岡田英明氏は、長年にわたり酒類の生産・調達・品質管理の各分野に携わり、豊富な実
績と幅広い見識を有しております。同分野に精通する者として経営の意思決定に参画す
ることが、当社グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資すると判断し
たことから、新たに取締役候補者といたしました。

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
第2号議案 取締役5名選任の件

候補者番号

3

●性別
女性
●生年月日
1971年8月3日生
●所有する当社株式の数
12,000株

●略歴並びに当社における地位および担当

田
た

中
な か

 直
な お

子
こ

1995年 4月 当社入社
2017年 2月 合同酒精株式会社　営業本部副本部長
2020年 2月 当社コーポレートコミュニケーション室長（現）

（注） 田中直子氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。

●取締役候補者とした理由
田中直子氏は、長年にわたり酒類の営業、企業広報の各分野に携わり、豊富な実績と幅
広い見識を有しております。また、2020年の女性活躍推進プロジェクトの立ち上げ時よ
り中心人物として同プロジェクトの活動に携わり、現在も同プロジェクトのリーダーとし
て女性も男性も働きやすい環境づくりに取り組んでおります。酒類の営業、企業広報の
各分野に精通する者として、また、女性活躍に関する幅広い知見を有する者として経営
の意思決定に参画することが、当社グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の
向上に資すると判断したため、新たに取締役候補者といたしました。

新任

12



候補者番号

4
再任

●性別
男性
●生年月日
1959年９月２日生
●在任期間
10年（本総会終結時）
●取締役会出席回数
15回/15回（100％）
●所有する当社株式の数
25,000株

●略歴並びに当社における地位および担当

尾
お

崎
ざ き

 行
ゆ き

正
ま さ

1989年 4月 弁護士登録（第一東京弁護士会）
尾崎法律事務所入所

1992年 12月 米国ウイスコンシン大学ロー・スクール、マスタ・オブ・アーツ・イン・
リーガル・インスティテュート授位

1993年 1月 米国ウイスコンシン州ミルウォーキー市、ゴッドフリー アンド カーン
法律事務所およびニューヨーク州 ニューヨーク市、ケイ・ショーラ・フィ
アマン・ヘイズ アンド ハンドラー法律事務所勤務

 8月 尾崎法律事務所弁護士（現）
2015年 3月 当社取締役（現）
2016年 12月 当社指名・報酬委員会委員
2017年 4月 日本弁護士連合会常務理事および第一東京弁護士会副会長
2021年 2月 当社指名・報酬委員会委員長（現）

独立

社外

（注）１．尾崎行正氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
 2． 尾崎行正氏は、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員であり、同氏が取締役に再任された場合に

は、同氏は引き続き独立役員になる予定であります。

●社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
尾崎行正氏は、弁護士の資格を有しており、社内出身者と異なる視点で、独立性をもっ
て経営の監督をしていただくことで、経営体制の一層の強化を図るとともにコンプライア
ンスおよびコーポレート・ガバナンスの充実を図ることができると判断しております。ま
た、指名・報酬委員会委員長を務め、取締役等の指名、報酬について審議し取締役会に
答申するにあたり重要な役割を果たしておりますことから、引き続き社外取締役候補者と
いたしました。
なお、同氏は、これまで、社外取締役または社外監査役となること以外の方法で会社の
経営に関与したことはありませんが、上記の理由により、社外取締役としての職務を適
切に遂行できるものと判断しております。
選任後は、指名・報酬委員会委員長を務める予定であります。

●重要な兼職の状況
•株式会社サカタのタネ　社外取締役

（注） 当社と株式会社サカタのタネとの間に重要な取引その他の関係はありません。

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
第2号議案 取締役5名選任の件
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候補者番号

5

●性別
女性
●生年月日
1958年7月12日生
●在任期間
２年（本総会終結時）
※監査役としての在任期間を
記載しております。
●取締役会出席回数
15回/15回（100％）
※監査役として取締役会に出
席した状況を記載しておりま
す。
●所有する当社株式の数
1,500株

●略歴並びに当社における地位および担当

大
お お

鹿
し か

 麗
れ い

子
こ

1982年 4月 株式会社市況情報センター（現株式会社ＱＵＩＣＫ）入社
2016年 4月 同社法務・リスク管理担当　執行役員
2017年 4月 同社法務・リスク管理担当　常務執行役員
2019年 4月 同社法務担当　常務執行役員
2022年 4月 東京家庭裁判所調停委員（現）
2023年 3月 当社監査役（現）

●重要な兼職の状況
•Biz-i-dea株式会社　取締役

（注） 当社とBiz-i-dea株式会社との間に重要な取引その他の関係はありません。

（注）１．大鹿麗子氏と当社の間には、特別の利害関係はありません。
 ２． 大鹿麗子氏は、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員であり、同氏が取締役に選任された場合

には、同氏は引き続き独立役員になる予定であります。

新任

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
第2号議案 取締役5名選任の件

●社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
大鹿麗子氏は、事業会社において法務部門の要職を歴任し、企業法務に関する豊富な
業務経験と深い知見を有しており、2023年3月から2年間、当社の社外監査役として健
全で透明性の高い監査業務遂行に貢献していただいております。これらの経験と見識を
活かし、社内出身者と異なる視点で、独立性をもって経営の意思決定プロセスを監督し
ていただくことにより、経営体制の一層の強化を図るとともに、コンプライアンスおよび
コーポレート・ガバナンスの充実を図ることができると判断したことから、新たに社外取
締役候補者といたしました。
選任後は、指名・報酬委員会の委員を務める予定であります。
なお、同氏は現在当社の社外監査役でありますが、本総会終結の時をもって監査役を辞
任いたします。

独立

社外
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第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
第3号議案 監査役１名選任の件

第3号議案 監査役１名選任の件
本定時株主総会終結の時をもって、監査役 大鹿麗子氏が辞任により退任いたします。
つきましては、新たに監査役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。候補者は退任監査役の補欠として選

任されることとなりますので、その任期は当社定款の定めにより、退任された監査役の任期の満了すべき時まで
となります。

なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は次のとおりであります。

●性別
女性
●生年月日
1971年11月20日生
●所有する当社株式の数
0株

●略歴並びに当社における地位

西
に し

廣
ひ ろ

 陽
よ う

子
こ

2008年 12月 弁護士登録（東京弁護士会所属）
日比谷ステーション法律事務所入所

2013年 5月 松尾千代田法律事務所（現本多・松尾・吉田法律事務所）入所（現）
2020年 6月 日本弁護士連合会犯罪被害者支援委員会委員（現）
2022年 4月 東京弁護士会犯罪被害者支援委員会委員長
2023年 3月 最高裁判所刑事規則制定諮問委員会幹事

（注）1． 西廣陽子氏と当社との間に、特別の利害関係はありません。
 2． 当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者がその職務の執行に関し責任を負う

ことまたは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により塡補
することとしております。

    候補者は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、次回更新時には同内容での更新を予
定しております。

 3． 西廣陽子氏が監査役に選任された場合、同氏を株式会社東京証券取引所の定める独立役員として届け出る予
定であります。

新任

●社外監査役候補者とした理由
西廣陽子氏は、弁護士として法務に相当程度の知見を有しております。同氏の豊富な経
験・知見と専門知識を活かし、社内出身者と異なる視点で、独立性をもって経営を監査
していただくことで、経営体制の一層の強化を図るとともに、コンプライアンスおよび
コーポレート・ガバナンスの充実を図ることができると判断したため、新たに社外監査役
候補者といたしました。
なお、同氏は、会社経営に直接関与された経験はありませんが、上記の理由により、社
外監査役としてその職務を適切に遂行できるものと判断しております。

独立

社外
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法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、予め補欠の社外監査役１名の選任をお願いいたした
いと存じます。

なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は次のとおりであります。

第4号議案 補欠監査役１名選任の件

●性別
男性
●生年月日
1963年4月27日生
●所有する当社株式の数
0株

●略歴並びに当社における地位

石
い し

川
か わ

 純
す み

夫
お

(注)１．石川純夫氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
 ２． 当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者がその職務の執行に関し責任を負う

ことまたは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により塡補
することとしております。石川純夫氏が就任した場合、同氏は当該保険契約の被保険者に含められることとな
ります。 

 ３． 石川純夫氏が監査役に就任した場合、同氏を株式会社東京証券取引所の定める独立役員として届け出る予定
であります。

1988年 10月 センチュリー監査法人（現EY新日本有限責任監査法人）入所
1992年 3月 公認会計士登録
1998年 8月 同法人社員
2010年 7月 同法人シニアパートナー
2017年 7月 石川純夫公認会計士事務所所長（現）独立

社外

●補欠の社外監査役候補者とした理由
石川純夫氏は、公認会計士として財務および会計に関する相当程度の知見を有しており
ます。同氏の豊富な経験・知見と専門知識を活かし、社内出身者と異なる視点で、独立
性をもって経営を監査していただくことで、経営体制の一層の強化を図るとともに、コン
プライアンスおよびコーポレート・ガバナンスの充実を図ることができると判断したため、
補欠の社外監査役候補者といたしました。
なお、同氏は会社経営に直接関与された経験はありませんが、上記の理由により、社外
監査役としてその職務を適切に遂行できるものと判断しております。

以　上

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
第4号議案 補欠監査役1名選任の件

16



取締役候補者指名方針
当社は、当社グループの経営の監督および重要な業務執行の意思決定を行えるようにするため、当社グループ

の経営に関する知識、経験を有し、かつ、取締役として必要な見識、能力、高い倫理観、公正さ、誠実さを有す
る人物を、社内取締役候補者として指名する。

また、取締役会の経営監督機能を強化するため、複数名の社外取締役候補者を指名する。社外取締役候補者に
ついては、独立性を重視する点から、株式会社東京証券取引所が定める「独立役員」の要件および当社が定める

「社外役員の独立性に関する基準」を充足し、かつ、経営に対する助言を可能とする知見や法律・会計・税務等
のいずれかの分野における高度な専門知識や豊富な経験をもって当社の経営を適切に監督することが期待される
人物を、指名する。

取締役候補者の指名は、社長が原案を作成し、指名・報酬委員会における審議を経て、取締役会において決定
する。

監査役候補者指名方針
当社は、当社グループの経営の監査・監視を適切に行えるようにするため、当社グループの経営に関する知見や、

会計、財務、法律、リスク管理等の各分野で高度な専門知識を有し、広範囲にわたる経験を兼ね揃え、かつ、監査
役として必要な見識、能力、高い倫理観、公正さ、誠実さを有する人物を、社内監査役候補者として指名する。

当社は、監査役会設置会社として監査役の半数以上を社外監査役とする。社外監査役候補者については、株式会
社東京証券取引所が定める「独立役員」の要件および当社が定める「社外役員の独立性に関する基準」を充足し、
かつ、法律・会計・税務等のいずれかの分野における高度な専門知識や豊富な経験をもって当社の経営を適切に監
査・監視することが期待される人物を、指名する。

また、財務・会計に関する適切な知見を有する人物を１名以上候補者として指名する。
監査役候補者の指名は、社長が常勤監査役と協議して原案を作成し、指名・報酬委員会における審議を経て、監

査役会の同意を得たうえで、取締役会において決定する。

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
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社外役員の独立性に関する基準
当社は、ガバナンスの客観性および透明性を確保するために、社外取締役および社外監査役（以下、総称して

「社外役員」という）候補者本人および本人が帰属する企業・団体と当社および当社子会社（以下、「当社グループ」
という）との間に、下記の独立性要件を設ける。当社は、社外役員又は社外役員候補者が、次の各項目のいずれ
にも該当しないと判断される場合に、独立性を有しているものと判断する。
1．当社グループの業務執行者（注1）又は過去において当社グループの業務執行者であった者

注1： 「業務執行者」とは、業務執行取締役、執行役、執行役員、その他これらに準じる者および使用人をいう。なお、
社外監査役の独立性を判断する場合は、非業務執行取締役を含む。

2．当社の現在の主要な株主（注2）又はその業務執行者もしくは当社グループが現在主要な株主である会社の
業務執行者

直近3年間において、当社の現在の主要な株主又はその業務執行者であった者
注2： 「主要な株主」とは、当社の直近の事業年度末において、自己又は他人の名義をもって総議決権の10％以上の株

式を保有する企業等をいう。
3．当社グループの主要な取引先（注3）又はその業務執行者

直近3年間において、当社グループの主要な取引先又はその業務執行者であった者
注3： 「主要な取引先」とは、当社グループとの取引の支払額又は受取額が、当社グループ又は取引先（その親会社お

よび重要な子会社等を含む。）の連結売上高2％以上を占めている企業をいう。
4．当社グループから多額の寄付（注4）を受けている者（当該多額の寄付を受けている者が法人、組合等の団
体である場合は、当該団体の業務執行者）

注4： 「多額の寄付」とは、その価額の総額が、直近3年間の平均で1,000万円又は当該団体の総収入の2％のいずれか
大きい額を超える寄付等をいう。

5．当社グループの業務執行者を役員に選任している会社の業務執行者
6．直近3年間において、当社グループの会計監査人である監査法人の内当社グループの監査業務の主要な担当
社員等（注5）であった者

注5：「監査業務の主要な担当社員等」とは、次の者をいう。
　　（1）監査業務の業務執行責任者
　　（2）監査業務に係る審査を行う者
　　（3）その他、監査業務の重要な事項について重要な決定や判断を行う者

7．上記6に該当しない公認会計士、弁護士、コンサルタント等の専門的サービスを提供する者であって、当社
グループから役員報酬以外に多額の金銭その他の財産（注6）を得ている者（当該財産を得ている者が法人、組
合等の団体の場合は、その団体に所属する者）

注6： 「多額の金銭その他の財産」とは、その価額の総額が、直近3年間の平均で、個人の場合は年間1,000万円以上、
団体の場合は当該団体の総収入の2％以上の額の金銭をいう。

8．上記1から7までのいずれかに該当する者（但し、使用人については重要な使用人（注7）に限る）の配偶者、
二親等以内の親族、同居の親族又は生計を一にする者

注7：「重要な使用人」とは、部長職以上の使用人をいう。
9．本基準の改廃は、取締役会の決議による。

第118回 定時株主総会　株主総会参考書類
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第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（1）事業の経過およびその成果

事 業 報 告  （2024年1月1日から2024年12月31日まで）

当連結会計年度におけるわが国経済は、インバウンド需要の回復や雇用・所得環境の改善等により、緩やか
な回復基調で推移しました。一方で、不安定な国際情勢を背景とする原材料・エネルギー価格の高騰や急激な
為替相場の変動、物価上昇の長期化により、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

このような経営環境の下、当社グループは、グループの健全かつ持続的な成長と中長期的な企業価値の向上
を図るべく、2024年11月に長期ビジョン「NEXT100」および「中期経営計画2028」を策定いたしました。
長期ビジョン「NEXT100」で掲げた、2034年に「めざす姿」である、“堅実経営を貫き然るべき利益を安定
的に創出しつつ、社会が抱える課題の解決に貢献する企業へ”の実現に向けて、3つの重要課題「中核事業の
競争力・収益力の強化」「新領域への挑戦」「ESG経営の推進」に取り組むことといたしました。併せて、「中期
経営計画2028」において、当期から2028年度までの5年間においてなすべき4本の柱として、「総合焼酎メー
カーとしてのプレゼンス強化」「酒類輸出の販路拡大とスケールアップ」「販売用アルコールの安定収益確保」「酵
素のラインアップ拡充・発酵受託ビジネスの拡大」を掲げ、これらを軸とした諸施策に取り組んでまいりました。

これらの結果、当連結会計年度の売上高は、84,104百万円（前期比1.0％減）となりました。利益面では、
営業利益は3,448百万円（前期比3.8％減）、経常利益は3,629百万円（前期比2.0％減）となりました。また、
親会社株主に帰属する当期純利益は2,729百万円（前期比19.6％減）となりました。

（1） 事業の経過およびその成果

1. 当社グループの現況に関する事項

■ 売上高

0

（単位 百万円）

第117期
（2023年）

84,947

第118期
（2024年）

84,104

■ 営業利益

0

（単位 百万円）

第117期
（2023年）

3,585 3,448

第118期
（2024年）

■ 経常利益

0

（単位 百万円）

第117期
（2023年）

3,702

第118期
（2024年）

3,629

■ 親会社株主に帰属する当期純利益

0

（単位 百万円）

第117期
（2023年）

3,393

第118期
（2024年）

2,729
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第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（1）事業の経過およびその成果

セグメント別売上高

区　　　　　分 第117期
［前連結会計年度］

第118期
［当連結会計年度］ 増減率

酒類事業 78,799（百万円） 78,715（百万円） 0.1％減
加工用澱粉事業 1,341 ― ―
酵素医薬品事業 3,488 4,155 19.1％増
不動産事業 1,230 1,144 7.0％減
その他 87 88 1.6％増

合　　　　　計 84,947 84,104 1.0％減
（注） 加工用澱粉事業は、第117期第1四半期連結累計期間までの業績となっております。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
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第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（1）事業の経過およびその成果

酒 類 事 業
売上高 営業利益

売上高構成比

93.6％

（百万円）

第117期
（2023年度）

78,799

第118期
（2024年度）

78,715
（百万円）

第117期
（2023年度）

2,632

第118期
（2024年度）

2,296

酒類事業につきましては、国内の人口減少や少子
高齢化、飲酒機会の減少に加え、物価上昇による
節約志向の高まりから、競争が益々激化しておりま
す。このような環境の下、売上高は78,715百万円

（前期比0.1％減）となりました。また、利益面につ
きましては、2,296百万円の営業利益（前期比
12.8％減）となりました。

和酒部門のうち焼酎につきましては、PB商品や甲
類焼酎の「ビッグマン」シリーズが減少したものの、
甲類乙類混和焼酎の「すごむぎ」「すごいも」シリー
ズや本格焼酎の「博多の華」シリーズが好調に推移
したため、売上高は増加いたしました。

チューハイなどのRTD分野につきましては、日本
各地の厳選素材を使用したチューハイ「NIPPON 
PREMIUM」シリーズや「直球勝負」シリーズなど
のNB商品やパッカー事業が好調に推移したこと、下

主要製品： 焼酎、チューハイ、清酒、合成清酒、梅酒、洋酒、加工用洋酒、酒類原料用アルコール・
工業用アルコール、調味料

■ 売上高 78,715百万円（前期比0.1％減）

期にPB商品が復調したことにより、売上高は増加い
たしました。「NIPPON PREMIUM」シリーズにおき
ましては、「山形県産ラ・フランス」を数量限定で発
売するなど、ラインアップ強化を図っております。

清酒につきましては、「福徳長　米だけのす～っと
飲めてやさしいお酒　純米吟醸酒」が好調に推移し
たものの、PB商品などの減少により、売上高は減少
いたしました。

販売用アルコールにつきましては、工業用アル
コール、酒類原料用アルコールともに減少したため、
売上高は減少いたしました。

洋酒部門につきましては、炭酸水で割るだけで手
軽に居酒屋の味わいを家で楽しむことができるチュー
ハイの素などが好調に推移したほか、ハイボールに
最適なウイスキー「香

こうくん
薫」、輸入ワインなどが伸張し

たことにより、売上高は増加いたしました。
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主要製品： 酵素、発酵受託、診断薬
酵 素 医 薬 品 事 業

売上高 営業利益

売上高構成比

5.0％

（百万円）

第117期
（2023年度）

3,488

第118期
（2024年度）

4,155
（百万円）

第117期
（2023年度）

328

第118期
（2024年度）

534

酵素医薬品事業につきましては、酵素部門における海外での販売が好調に推移したことや、国内の発酵受託が
増加したため、売上高は4,155百万円（前期比19.1％増）、営業利益は534百万円（前期比62.9％増）となりました。

■ 売上高 4,155百万円（前期比19.1％増）

第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（1）事業の経過およびその成果

不 動 産 事 業
売上高 営業利益

売上高構成比

1.4％

（百万円）

第117期
（2023年度）

1,230

第118期
（2024年度）

1,144

（百万円）

第117期
（2023年度）

618

第118期
（2024年度）

604

不動産事業につきましては、前期に販売用不動産の売却があったことなどにより、売上高は1,144百万円（前
期比7.0％減）、営業利益は604百万円（前期比2.3％減）となりました。

事業内容： 不動産の売買、不動産の賃貸

■  売上高 1,144百万円（前期比7.0％減）

ザ ロイヤルパーク キャンバス 銀座コリドー
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（2）  設備投資の状況
当連結会計年度中に実施いたしました設備投資の額の合計は1,539百万円（建設仮勘定を含む。）で、主

なものは次のとおりであります。

当社
苫小牧工場 混焼ボイラ増設 29（百万円）

仙台事務所 オエノン仙台事務所改修工事 34

合同酒精株式会社

酵素医薬品工場 発酵受託生産設備増強工事 66

東京工場
紙パックライン充填機・ケーサー更新工事 487

チューハイライン生産能力向上工事 138

福徳長酒類株式会社
韮崎工場 液化装置・粉砕機更新 31
久留米工場 原酒棟床・側溝改修工事 23

（3） 資金調達の状況
当連結会計年度において、特記すべき事項はありません。

第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（2）設備投資の状況（3）資金調達の状況
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第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（4）対処すべき課題

（4） 対処すべき課題
酒類の国内市場におきましては、少子高齢化や人口減少、

消費者の低価格志向、ライフスタイルの変化、嗜好の多様化
等により、全体として縮小傾向にあり、企業間での販売競争
が激化しております。酒類の輸出につきましては、2024年
度は世界的な物価高や一部の国・地域における消費減退等の
影響により全体として減少傾向にありましたが、品目別では
清酒やビール、RTDを含むリキュールが、国別ではアメリカ
や韓国、台湾向けがそれぞれ堅調に推移しております。

また、国内外の乳製品用酵素市場におきましては、世界的
な健康志向の高まりにより、市場の更なる成長が見込まれて
おります。

当社グループは、これらの変化を的確に捉えて、構造改革
を継続的に進めながら競争力・収益力を強化し、健全かつ持
続的な成長を目指してまいります。

当社グループは、2024年に、2034年にめざす姿を描いた長
期ビジョン「NEXT100」と、その実現に向けた2024年からの
5ヶ年の行動計画「中期経営計画2028」を策定いたしました。

2年目となる本年は、以下に掲げる課題に取り組んでまい
ります。
１．各重点事業の注力施策の実行
（１）総合焼酎メーカーとしてのプレゼンス強化

焼酎、チューハイおよびチューハイの素の収益最大化
に向け、多様な消費者の嗜好に対応した新たな高付加価
値商品の提案を進めてまいります。また、既存商品のリ
ニューアルや集約化、仕様変更等による収益性の改善に
も積極的に取り組んでまいります。さらには、販売経費
や収益構造の見直しも同時に進めてまいります。

（２）酒類輸出の販路拡大とスケールアップ
2028年度売上高23億円の目標達成に向け、各地域

に応じた販売施策を実施してまいります。併せて、イ
ンバウンド向けおよび輸出向けの商品開発を進めてま
いります。

（３）販売用アルコールの安定的収益確保
販売用アルコールの安定的収益確保に向け、メリハ

リをつけた販売を進め、販売数量の維持拡大と獲得利
益最適化を図ってまいります。

（４） 酵素のラインアップ拡充と発酵受託ビジネスの拡大
基幹商品である中性ラクターゼにつきましては、海外

の主要取引先との連携を密にし、販売計画と生産計画
の最適化を図り、販売数量の維持拡大を進めるととも
に、収量および収率の向上による収益性改善に取り組
んでまいります。将来の収益の柱となる遺伝子組換え
品の早期上市に向け、研究開発を強化してまいります。

発酵受託ビジネスにつきましては、本年度より本格
的に製造が開始される乳酸菌を安定軌道に乗せ、今後
の事業拡大に繋げてまいります。また、予防措置・予
見に基づいた不適合品発生の撲滅並びに品質および収
量の安定化・向上に努め、実質利益の増大を図ってま
いります。

２．競争力・収益力の強化
（１）品質管理の強化

お客様に安心・安全な商品をお届けすることは、食
品メーカーとしての使命と認識しております。衛生管

理の再点検および設備投資を進めるとともに、5S（整
理・整頓・清掃・清潔・躾）の定着化に取り組んでま
いります。

また、3H（初めて・変更・久しぶり）4M（人・設備・
材料・方法）の変化点管理による危険予知の定着化に
取り組み、工程内不適合撲滅に努めてまいります。

（２）適正価格の維持
然るべき利益を安定的に確保するため、適切なタイ

ミングで価格改定を行ってまいります。
（３）多様化する嗜好への対応

多様化する消費者の嗜好に対応するため、これまで
培ってきたグループ独自の技術・ノウハウを最大限に
活かして新たな高付加価値商品を開発し、主力商品ブ
ランド（ビッグマン、そふと新光、博多の華、鍛高譚、
すごむぎ、すごいも、GODO-YNL）に続く、将来にお
ける収益の柱として育成してまいります。

（４）コスト低減の徹底
営業部門におきましては、販売経費の費用対効果を

検証し、最適化を図ってまいります。また、公正な取
引基準に準拠した社内ルールの遵守を徹底してまいり
ます。

生産部門におきましては、生産工程におけるあらゆ
るコストの低減に徹底的に取り組んでまいります。

物流部門におきましては、輸配送ロットの引上げ等
の物流効率化への対応を進め、物流コスト増加の抑制
に努めてまいります。

３．ESG経営の推進
（１）環境問題への対応

環境問題への対応は地球規模の課題と認識しており
ます。引き続き低炭素社会の実現および循環型社会の
形成に向けた取組みを進めてまいります。

2025年度は、酵素医薬品工場への廃熱回収システ
ムの導入、フロン排出抑制法対応等に取り組む予定で
あります。

（２）人的資本の充実
グループの持続的成長および企業価値向上のために

は、その原動力となる従業員の価値を高めるシステム
を整備することが不可欠であると考えております。従
業員一人ひとりが働きがいを感じ、高いパフォーマン
スを発揮することができ、多様な人材が活躍できる環
境づくりに積極的に取り組んでまいります。

（３）コーポレートガバナンスの強化
グループの持続的成長および企業価値向上のため、

コーポレートガバナンスの充実とコンプライアンスの
徹底を図り、「納得性」「公正性」「透明性」の高い経営
を実践してまいります。

当社グループは、グループ企業理念の下、「顧客志向」と「収
益志向」を経営の基本に据え、「将来価値の共創」に資する
取組みを通じて、引き続き、グループの持続的成長および企
業価値の最大化に取り組んでまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご
支援を賜りますよう、お願い申し上げます。
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第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（4）対処すべき課題

当社グループは、創立100周年を迎えた2024年度を初年度として、10年後の2034年度に向けた長期ビ
ジョン「NEXT100」を策定しました。

長期ビジョン「NEXT100」

“堅実な経営を貫き、然るべき利益を安定的に創出しつつ、
社会が抱える課題の解決に貢献する企業へ”
・経営基盤を再構築し、然るべき利益を安定的に創出
・事業活動を通じて社会課題の解決に積極的に貢献

【めざす姿】

経済価値と社会価値との両立を図る

【重要課題】

～企業としての持続的成長に向けて～

・「めざす姿」の実現に向け、取り組むべき３つの重要課題

①  中核事業の競争力・ 
収益力の強化 ② 新領域への挑戦 ③ ESG経営の推進

中期経営計画2028
「新たな成長のための足場を固める期間」と位置付け、当該期間になすべきこととして４本の
柱を設定

事業戦略

総合焼酎メーカーとしてのプレゼンス強化
●  焼酎カテゴリー（焼酎、チューハイ、チューハイの

素）の収益最大化を目指し、市場でのプレゼンスを
高める

酒類輸出の販路拡大とスケールアップ

●  2028年に売上高 23億円規模を目指す

販売用アルコールの安定収益確保

●  適正な利益率を確保し、収益を安定化させる

酵素のラインアップ拡充・発酵受託ビジネスの拡大
●  ラクターゼ偏重の体制からの脱却
●  一貫製造と宗教対応ができる受託メーカーとして独

自のポジションを確立
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資本政策及び株主還元方針

DOE（株主資本配当率）の水準を2.5％程度へ引き上げることを目指す

配当に加えて自己株式取得を機動的に実施し、本計画期間の5年間合計で30％以
上を目指す

株
主
還
元
方
針

配当

総還元性向

資
本
政
策

投資・株主還元の原資

投資

資金調達

営業キャッシュ・フローの範囲内

維持更新投資や成長投資に積極的に活用

D／Eレシオ1.0倍を上限

区　　分 目標指標 2028年目標

環境問題 生産段階におけるCO2排出量削減
（2013年対比、Scope1+2）

46％
（2030年まで）

企業体質

女性活躍

女性取締役 1名

女性経営職 15名

女性採用率 50％

子育て支援 男性育児休職取得率 100％

障がい者 障がい者雇用率 法定雇用率

働き方改革 年次有給休暇取得率 100％

非財務目標

2028年目標
売上高 930億円
経常利益 45億円
経常利益率 4.8%
ROE 10%
1株当たり配当金 12円

セグメント別売上高目標
財務目標

セグメント 2028年目標
酒類事業 876億円
酵素医薬品事業 41億円
不動産事業 13億円

合　計 930億円

第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（4）対処すべき課題

長期ビジョン「NEXT100」 中期経営計画2028
資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応
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（5） 財産および損益の状況の推移

区　　分 第115期
（2021年度）

第116期
（2022年度）

第117期
（2023年度）

第118期［当期］
（2024年度）

売上高 78,618（百万円） 81,120（百万円） 84,947（百万円） 84,104（百万円）

経常利益又は経常損失（△） 1,267 △645 3,702 3,629
親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△） 299 △1,257 3,393 2,729
1株当たり当期純利益又は
1株当たり当期純損失（△） 5（円）03（銭） △21（円）22（銭） 58（円）30（銭） 47（円）39（銭）

総資産 52,280（百万円） 55,511（百万円） 55,431（百万円） 55,739（百万円）

純資産 22,045 19,604 22,227 24,478
（注）  「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第116期の期首から適用しており、第116期以降に係

る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

①　重要な子会社の状況
（6） 重要な子会社の状況

会　　社　　名 資本金 当社の出資比率 主要な事業内容
合同酒精株式会社 2,000（百万円） 100.0（%） 酒類・食品、酵素・医薬品の製造販売
福徳長酒類株式会社 518 100.0 酒類・食品の製造販売
株式会社オエノンアセットコーポレーション 400 （2.0）

100.0 不動産の売買、賃貸および管理
ゴーテック株式会社 96 100.0 倉庫業
オエノンプロダクトサポート株式会社 50 100.0 酒類・食品の受託製造
株式会社ワコー 10 100.0 酒類・食品の販売
秋田県醗酵工業株式会社 54 68.5 酒類・食品の製造販売

（注） 出資比率の（　）内の数字は、間接所有比率であります。

②　持分法適用会社の状況
会　　社　　名 資本金 当社の出資比率 主要な事業内容

株式会社サニーメイズ 120（百万円） 39.0（%） 加工用澱粉の製造販売

③　当事業年度末日における特定完全子会社の状況
名　称 住　所 帳簿価額の合計 当社の総資産額

合同酒精株式会社 千葉県松戸市上本郷字仲原250 16,846百万円 37,960百万円

第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（5）財産および損益の状況の推移（6）重要な子会社の状況
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第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（7）主要な営業所および工場

①　当社　
（7） 主要な営業所および工場

本社 東京都墨田区東駒形1ｰ17ｰ6

②　グループネットワーク

福徳長酒類株式会社
〔久留米工場〕

■ は主な営業拠点

合同酒精株式会社
〔旭川工場〕

秋田県醗酵工業株式会社
〔湯沢工場〕

合同酒精株式会社
〔苫小牧工場〕

合同酒精株式会社
〔酵素医薬品工場〕

合同酒精株式会社
〔東京工場・酵素医薬品研究所〕

合同酒精株式会社
〔清水工場〕

オエノンホールディングス株式会社
〔本社〕

福徳長酒類株式会社
〔韮崎工場〕

株式会社サニーメイズ

オエノンプロダクトサポート株式会社
〔灘工場〕
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第118回 定時株主総会　事業報告
1. 当社グループの現況に関する事項（8）従業員の状況（9）主要な借入先

（9） 主要な借入先

借　入　先 借　入　額

株式会社北洋銀行 1,450（百万円）

株式会社三菱UFJ銀行 970
株式会社みずほ銀行 630

（8） 従業員の状況

②　当社の従業員数

従業員数 前期末比増減（△）

男　　性 13（名） △ 2（名）

女　　性 8 △ 1
合　　計 21 △ 3

①　当社グループの従業員数

従業員数 前期末比増減（△）

808（名） 21（名）
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第118回 定時株主総会　事業報告
2. 株式に関する事項

株　　主　　名 持株数 持株比率

THE HONGKONG AND SHANGHAI BANKING CORPORATION LTD - SINGAPORE 
BRANCH PRIVATE BANKING DIVISION CLIENTS A/C 8221-623793 13,266（千株） 22.97（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,672 9.82
第一生命保険株式会社 3,061 5.30
オエノンホールディングス従業員持株会 2,054 3.55
株式会社南悠商社 1,884 3.26
株式会社北洋銀行 1,750 3.03
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE IEDP AIF CLIENTS NON TREATY ACCOUNT 1,280 2.21
J.P. MORGAN SE - LUXEMBOURG BRANCH 381639 1,280 2.21
株式会社みずほ銀行 1,221 2.11
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,049 1.81

（注） 1. 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
 2.  上記のほか当社所有の自己株式7,850,431株があります。なお、当該自己株式数には業績連動型株式報酬制度「株式給付信託

（BBT）」のために設定したみずほ信託銀行株式会社（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託E口））が所有する当社
株式725,900株は含まれておりません。

 3.  GLOBAL MANAGEMENT PARTNERS LIMITEDおよびその共同保有者である株式会社スノーボールキャピタルより、2024年2
月29日付で提出された大量保有報告書（変更報告書）および2024年3月5日付で提出された大量保有報告書（訂正報告書）が公
衆の縦覧に供されておりますが、当社として2024年12月31日現在の実質所有株式数が確認できませんので、上記大株主の状況
には含めておりません。なお、大量保有報告書（変更報告書）および大量保有報告書（訂正報告書）の内容は次頁に記載のとおり
であります。

2. 株式に関する事項
（1） 発行可能株式総数 
 200,000,000株

（2） 発行済株式の総数 
 57,735,765株
 （自己株式7,850,431株を除く）

（3） 株主数 
 11,849名

（4） 大株主（上位10名）

金融機関
25.1％

証券会社
1.9％

その他の法人
8.2％

外国法人等
25.8％

個人・その他
27.0％

自己名義株式
12.0％

所有者別分布状況
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氏名または名称 住所 所有
株式数

発行済株式総数に対
する所有株式の割合

GLOBAL MANAGEMENT 
PARTNERS LIMITED

62 Mody Road,Tsim Sha 
Tsui,Kowloon,Hong KongUnit1112, 
Floor 11,Wing On Plaza

12,918千株 19.70%

株式会社スノーボールキャピタル 東京都港区虎ノ門5-12-13 ザイマックス
神谷町ビル8階 32千株 0.05%

計 12,950千株 19.75%
 4.  2024年8月7日付で株式会社みずほ銀行およびその他共有保有者であるみずほ信託銀行株式会社、アセットマネジメントOne株

式会社より大量保有報告書（変更報告書）が公衆の縦覧に供されておりますが、当社として2024年12月31日現在の実質所有株
式数が確認できませんので、大株主の状況には含めておりません。なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりで
あります。

氏名または名称 住所 所有
株式数

発行済株式総数に対
する所有株式の割合

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目5番5号 1,221千株 1.86%
みずほ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号 725千株 1.11%
アセットマネジメントOne
株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目8番2号 1,356千株 2.07%

計 3,303千株 5.04%
 5.  2025年1月10日付で株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループより株式会社三菱UFJ銀行、三菱UFJ信託銀行株式会社、三菱

UFJアセットマネジメント株式会社、三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社の大量保有報告書（変更報告書）が公衆の縦覧
に供されておりますが、当社として2024年12月31日現在の実質所有株式数が確認できませんので、大株主の状況には含めてお
りません。なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

氏名または名称 住所 所有
株式数

発行済株式総数に対
する所有株式の割合

株式会社三菱UFJ銀行 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号 1,046千株 1.59%
三菱UFJ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号 1,780千株 2.71%
三菱UFJアセットマネジメント
株式会社 東京都港区東新橋一丁目9番1号 399千株 0.61%

三菱UFJモルガン・スタンレー
証券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目9番2号 836千株 1.28%

計 4,062千株 6.19%

第118回 定時株主総会　事業報告
2. 株式に関する事項  3. 新株予約権等の状況

該当事項はありません。

3. 新株予約権等の状況

31



第118回 定時株主総会　事業報告
4. 会社役員に関する事項

（1） 取締役および監査役の氏名等

地　　位 氏　　名 担当および重要な兼職の状況

（代表取締役）
取締役社長 西　永　裕　司

グループ経営全般
指名・報酬委員会委員
中期経営戦略策定委員会委員長
CSR・コンプライアンス委員会委員長
合同酒精株式会社　代表取締役社長
福徳長酒類株式会社　取締役
秋田県醗酵工業株式会社　取締役
オエノンプロダクトサポート株式会社　取締役
株式会社オエノンアセットコーポレーション　代表取締役社長
株式会社サニーメイズ　取締役

取締役会長 長　井　幸　夫 グループ経営全般
取締役 菅　原　栄　司 合同酒精株式会社　専務取締役

取締役 尾　崎　行　正 指名・報酬委員会委員長
株式会社サカタのタネ　社外取締役

取締役 齋　藤　忠　夫 指名・報酬委員会委員

常勤監査役 中　瀬　　　縁 合同酒精株式会社　常勤監査役
福徳長酒類株式会社　常勤監査役

監査役 小　野　隆　良
合同酒精株式会社　監査役
福徳長酒類株式会社　監査役
公益財団法人小田急財団　監事

監査役 大　鹿　麗　子
合同酒精株式会社　監査役
福徳長酒類株式会社　監査役
Biz-i-dea株式会社　取締役

（注）1. 取締役　尾崎行正および齋藤忠夫の両氏は、会社法第2条第15号に定める社外取締役であります。
 2. 監査役　小野隆良および大鹿麗子の両氏は、会社法第2条第16号に定める社外監査役であります。
 3.  監査役　中瀬縁氏は、当社グループ内の監査等の豊富な経験を有し、財務および会計に関する相当程度の知見を有するものであり

ます。
 4.  監査役　小野隆良氏は、公認会計士の資格を有し、財務および会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
 5.  監査役　大鹿麗子氏は、企業法務における長年の経験を有し、財務および会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
 6.  当社は、取締役　尾崎行正および齋藤忠夫の両氏並びに監査役　小野隆良および大鹿麗子の両氏を、株式会社東京証券取引所の定

めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

4. 会社役員に関する事項
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4. 会社役員に関する事項

（2） 取締役および監査役の報酬等の額
①　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針（以下、決定方針）を定めております。そ
の概要は以下のとおりです。

当社取締役の報酬は、優秀な人材の確保並びに当社グループの持続的成長および中長期的な企業価
値の向上に向けた動機付けとして十分機能するよう株主利益と連動した報酬体系とし、取締役の報酬
水準は、同業他社や経済・社会情勢等を踏まえたものとすることを基本方針とする。具体的には、取
締役の報酬は、イ.基本報酬、ロ.短期の業績連動報酬としての賞与、ハ.中長期の業績連動報酬として
の株式報酬で構成する。

監督機能を担う社外取締役については、その職務に鑑み、基本報酬のみを支払う。
取締役に対する退職慰労金制度は設けない。
イ.  基本報酬

 月例の固定報酬とし、役位・責任等に応じて決定する。
ロ.  短期の業績連動報酬としての賞与

 役位・責任等や連結経常利益に応じて算出された額を、毎年の定時株主総会日に支給する。
ハ.  中長期の業績連動報酬としての株式報酬

  当社株式および当社株式を時価で換算した金額相当の金銭とし、役位・責任等や連結ROEおよ
び連結経常利益の実績水準に応じて決定する。
株式報酬の支給は、原則として役員の退任時とする。算出の基礎となるポイントに関しては、
毎年の定時株主総会日現在における取締役に対して、前年の定時株主総会日から当年の定時株
主総会日までの期間における職務執行の対価として、毎年の定時株主総会日に「１ポイント＝
１株」相当のポイントを付与する。

基本報酬：賞与：株式報酬の支給割合は、当社グループの持続的成長および中長期的な企業価値向
上に向けた動機付けとして機能するよう、概ね４：１：１の割合となるように設計する。

また、決定方針は、指名・報酬委員会において審議・承認し、指名・報酬委員会の承認内容を尊重
して、取締役会が決定しております。

　（指名・報酬委員会）
当社は、社外取締役の関与・助言の機会を適切に確保することにより、取締役候補者の選定や取締

役の報酬等に関する取締役会機能の独立性・客観性と説明責任を強化するため、取締役会の任意の諮
問機関として指名・報酬委員会を設置しております。

指名・報酬委員会の委員は、取締役会の決議により選任しております。
指名・報酬委員会は、委員３名以上で構成することとし、その過半数は独立社外取締役としており

ます。
指名・報酬委員会の委員長は、委員である社外取締役の中から、指名・報酬委員会の決議によって

選定しております。
指名・報酬委員会は、主に次の事項を審議し、取締役会に答申しております。
　・当社の株主総会に提出する取締役および監査役の選任および解任に関する議案の内容
　・当社の代表取締役および役付取締役の選定および解職
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4. 会社役員に関する事項

　・当社の取締役の報酬等に関する方針および制度
　・当社の取締役の個別の報酬等の内容
　・当社の株主総会に提出する取締役、監査役の報酬等に関する議案の内容

②　取締役および監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の報酬等限度額は、2007年３月29日開催の第100回定時株主総会において年額180百万円

以内（使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない）と決議いただいております。当該定時株主総会
終結時点の取締役の員数は5名（うち、社外取締役は0名）です。

上記報酬等の他、取締役（社外取締役を除く）に対しては、業績連動型株式報酬制度「株式給付信
託（BBT）」を導入しております。本制度につきましては、2017年３月23日開催の第110回定時株主
総会において、上記報酬等限度額とは別枠で決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の
取締役（社外取締役を除く）の員数は3名です。

監査役の報酬等限度額は、2007年３月29日開催の第100回定時株主総会において年額48百万円以
内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の監査役の員数は4名です。

③　取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締役会が判断した理由
当社においては、審議プロセスの公正性・透明性を確保するため、株主総会で承認された報酬限度

額の範囲内で、代表取締役が規程に基づき作成した報酬案を、指名・報酬委員会において審議・承認
し、指名・報酬委員会の承認内容を尊重して、取締役会が決定していることから、その内容は決定方
針に沿うものであると判断しております。

④　取締役および監査役の報酬等の総額等

役員区分 報酬等の総額
(百万円)

報酬等の種類別の総額(百万円) 対象となる
役員の員数

(名)基本報酬
業績連動報酬

賞与 株式報酬
取締役
(社外取締役を除く) 124 76 23 23 3

監査役
(社外監査役を除く)   6   6 ― ― 1

社外取締役  26 26 ― ― 2
社外監査役  13 13 ― ― 2

（注） 1.  当社は、短期の業績連動報酬として取締役に対して賞与を採用しており、連結経常利益を賞与の額の算定の基礎とした業績指標と
し、短期インセンティブの特徴を際立たせております。当連結会計年度の連結経常利益は3,629百万円となりました。

 2.  当社は、中長期の業績連動報酬として株式報酬を支給しております。株式報酬の内容は、上記①取締役の個人別の報酬等の内容に
係る決定方針に関する事項に記載のとおりです。株式報酬の額の算定の基礎として選定した業績指標の内容は、連結ROEと連結
経常利益であり、当該業績指標を選定した理由は、当社業績および株式価値の連動性をより明確にし、業績向上と企業価値を高め
ることおよび株主との価値共有を進めることにあります。なお、当連結会計年度の連結ROEは12.1％、連結経常利益は3,629百
万円となりました。
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4. 会社役員に関する事項

（3） 社外役員に関する事項
①　重要な兼職先と当社との関係
社外取締役

氏　　名 兼職する法人等 兼職の内容 関　係

尾　崎　行　正 株式会社サカタのタネ 社外取締役 当社と株式会社サカタのタネとの間に重要な取
引その他の関係はありません。

社外監査役
氏　　名 兼職する法人等 兼職の内容 関　係

小　野　隆　良 公益財団法人小田急財団 監事 当社と公益財団法人小田急財団との間に重要な
取引その他の関係はありません。

大　鹿　麗　子 Biz-i-dea株式会社 取締役 当社とBiz-i-dea株式会社との間に重要な取引
その他の関係はありません。

②　主な活動状況
社外取締役

氏　　名 取締役会出席状況 指名・報酬委員会
出席状況 活動状況と役割

尾　崎　行　正 15回中15回 2回中2回

議案審議等について、主に弁護士としての専門的見地か
ら、当社の経営上有用な発言等を行っております。
また、指名・報酬委員会委員長を務め、取締役等の指
名、報酬について審議し取締役会に答申するにあたり重
要な役割を果たしております。

齋　藤　忠　夫 15回中15回 2回中2回

議案審議等について、主に酵素医薬品事業に関する幅広
い見識と経験に基づき、当社の経営上有用な発言等を行
っております。
また、指名・報酬委員会委員を務め、取締役等の指名、
報酬について審議し取締役会に答申するにあたり重要な
役割を果たしております。
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4. 会社役員に関する事項

社外監査役
氏　　名 取締役会出席状況 監査役会出席状況 活動状況

小　野　隆　良 15回中15回 17回中17回 議案審議等について、主に公認会計士としての専門的見
地から、当社の経営上有用な発言等を行っております。

大　鹿　麗　子 15回中15回 17回中17回 議案審議等について、主に法律分野での専門的見地か
ら、当社の経営上有用な発言等を行っております。

③　責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。
④　当社の子会社から当事業年度の役員として受けた報酬等の額
　社外監査役 2名 13百万円

（4） 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者がその職務の執行に関し責任を
負うことまたは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約に
より塡補することとしております。
　当該保険契約の被保険者は、取締役および監査役であり、全ての被保険者について、その保険料を全額
当社が負担しております。
　ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、当該被保険者が法令違反の行
為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害の場合には塡補の対象とならないなど、一定の
免責事由があります。
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5. 会計監査人の状況

（1） 会計監査人の名称
EY新日本有限責任監査法人

（2） 責任限定契約の内容の概要
該当事項はありません。

（3） 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
①　当事業年度に係る会計監査人としての報酬等および監査役会が同意した理由

　　46百万円
　 　監査役会は、公益社団法人日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を

踏まえ、会計監査人の監査計画、監査の実施状況および報酬の見積りの算出根拠等を確認し、検討し
た結果、会計監査人の報酬等について同意を行っております。

②　当社および当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額
　　82百万円

（注）  当社と会計監査人との間の監査契約におきましては、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬の額を区分して
おらず、実質的にも区分できないため、上記の金額にはこれらの合計額を記載しております。

（4） 非監査業務の内容
該当事項はありません。

（5） 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
当社監査役会は、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると判断した場合には、

監査役全員の同意により会計監査人を解任することといたします。
また、上記のほか、会計監査人の職務が適正に実施されることを確保するための体制等を勘案し、監査

を遂行するに不十分であると判断した場合には、当社監査役会は、株主総会に提出する会計監査人の解任
または不再任に関する議案の内容を決定いたします。

5. 会計監査人の状況
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（1）  取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正を確保
するための体制並びに当該体制の運用状況

（業務の適正を確保するための体制）
当社は、会社法および会社法施行規則に基づき、以下のとおり、当社および子会社から成る企業集

団の業務の適正を確保するための体制を整備しております。

①　取締役・使用人の職務の執行が法令・定款に適合することを確保するための体制
当社は、当社の取締役および別途指名されたグループ会社の取締役その他の役職員で構成する

CSR・コンプライアンス委員会を設置する。
CSR・コンプライアンス委員会は、当社グループ全体のコンプライアンス・マネジメントや食品企

業としての安全衛生環境確立等についての方針および対応策を策定し、当社グループの取締役および
使用人がコンプライアンス等を確実に実践することを支援・指導する。

また、当社は、執行機能から独立した内部監査部門として監査室を設置する。監査室は、CSR・コ
ンプライアンス委員会と連携のうえ、客観的視点をもって当社グループ全体のコンプライアンスの状
況を監査し、監査結果をCSR・コンプライアンス委員会委員長および当社の監査役に報告する。

さらに、当社は、不正行為の撲滅のため、内部通報制度を設け、社内において様々な手段をもって
認知度を高め、通報が容易にできる環境を整備する。

②　取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
当社は、重要文書取扱規程に基づき、取締役の職務の執行に係る情報（電磁的媒体による記録を含

む）の保存・管理に関する体制を確保する。これとともに、取締役および監査役が、保存・保管され
た情報を常時閲覧することができる体制を確保する。

③　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、業務分掌規程、グループ会社管理規程に基づき、リスクカテゴリー毎の責任部署を定め、

各責任部署においてリスクの管理を行い、リスクの低減およびその未然防止を図るものとする。これ
とともに、CSR・コンプライアンス委員会を設置し、当社グループのリスクマネジメントの状況につ
いて、定期的、不定期なレビューを行い、当社グループ全体の業務運営上および経営戦略上のリスク
を統括して管理するものとする。

また、当社は、緊急事態発生時に、CSR・コンプライアンス委員会委員長がCSR・コンプライアン
ス委員会を招集し、損失の拡大を最小限に止める体制を整備する。

④　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社は、取締役会規則、職務責任権限規程、業務分掌規程を定め、取締役および使用人との間での

責任と権限の範囲を明確にし、取締役の職務の執行が適正かつ効率的に行われる体制を確保する。
当社は、取締役会の審議の活性化および監督機能の強化のため、社外取締役を選任する。

6. 会社の体制および方針
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⑤　当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
当社は、部門別グループ経営会議、CSR・コンプライアンス委員会の開催等を通じて、当社とグルー

プ会社間で経営情報を共有化する体制を構築する。
当社は、グループ会社管理規程に基づき、当社グループの経営方針および中長期経営計画等必要な

政策を立案する。また、当該政策に基づき、グループ会社の管理・支配を行い、当社グループにおけ
る業務の適正な運営に努める。

当社は、当社の監査役による監査に加え、監査室による内部監査を実施する。必要に応じて、グルー
プ会社の取締役または監査役に当社の取締役、監査役または使用人を選任し、当社グループにおける
業務の適正を確保する体制を構築する。

⑥　 監査役がその職務を補助すべき使用人（以下「補助使用人」という）を置くことを求めた場合におけ
る当該補助使用人に関する事項並びにその補助使用人の取締役からの独立性およびその補助使用人に
対する指示の実効性の確保に関する事項

当社は、当社の監査役から補助使用人を置くことを求められた場合、専属の補助使用人を配置する
体制を整備する。

補助使用人の人事異動、人事評価、懲戒処分等に関する決定につきましては、予め当社の監査役の
同意を得るものとする。

株主総会

取締役会 監査役会 会計監査人

中期経営戦略策定委員会

経営戦略企画室

監査室

監査役室

CSR・コンプライアンス委員会

部門別グループ経営会議

指名・報酬委員会

コーポレート
コミュニケーション室

品質安全保証室
リスクカテゴリー毎の責任部署

監査役・会計監査人の監査対象

マネジメント

グループ会社

社長

会長

選・解任 選・解任

連携
監査

監査

連携

内部監査

指導

選・解任
連携

コーポレート・ガバナンス体制の模式図
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補助使用人は、当社の監査役の職務を補助するにあたって、当社の監査役の指揮命令にのみ服する
ものとする。

⑦　監査役に報告するための体制
当社は、当社の監査役が、取締役会のほか、部門別グループ経営会議、CSR・コンプライアンス委

員会等重要会議へ出席をし、意見の表明を行うことができる体制を構築する。
これとともに、当社の取締役および使用人、グループ会社の取締役、監査役および使用人が、法定

の事項に加え、当社グループに重大な影響を及ぼす事実、内部通報制度に基づき通報された事実等を
直ちに当社の監査役に報告をする体制を整備する。

当社は、当社の監査役が、必要に応じて、当社の取締役および使用人、グループ会社の取締役、監
査役および使用人に対して、報告を求めることができる体制を構築する。

これとともに、当社の監査役に当該報告をしたことを理由として、不利な取扱いを受けないよう必
要な措置を講ずるものとする。

⑧　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
当社は、当社の監査役が、代表取締役・会計監査人との定期的および不定期の会合並びに監査室と

連携を取り合うことによって、監査の実効性を確保する体制を整備する。
当社は、当社の監査役が、その職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還等の請求をした

ときは、当該監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用または債
務を処理するものとする。

⑨　反社会的勢力による被害を防止するための体制
当社は、反社会的勢力との一切の関係を遮断するために、反社会的勢力に対して、経営戦略企画室

を統括対応部署とし、弁護士・警察等の外部専門機関と連携を図り、グループ全体として毅然とした
姿勢で組織的に対応する体制を整備する。

（当該体制の運用状況）
当社は、業務の適正を確保するための体制の運用状況を定期的に取締役会に報告し、必要に応じて

見直しを行っております。当社グループの主な取組みとしては、内部監査計画に基づき、当社および
子会社の内部監査を実施しました。
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（2） 株式会社の支配に関する基本方針
①　基本方針の内容

当社は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者とは、当社グループの財務、事業の内容
および当社の企業価値を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を持続的に確保、向
上していくことを可能とする者でなければならないと考えております。

当社株式について大規模な買付けがなされる場合であっても、これが当社の企業価値・株主共同の
利益に資するものであれば、これを一概に否定するものではありません。また、当社の財務および事
業の方針の決定を支配する者の在り方は、最終的には株主全体の意思により決定されるべきであり、
特定の者の大規模な買付けに応じて当社株式を売却するか否かは、最終的には当社株主の判断に委ね
られるべきものだと考えております。

しかしながら、株式の大規模な買付けの中には、その目的等から見て企業価値・株主共同の利益を
損なうことが明白であるもの、買収に応じることを株主に強要するおそれがあるものなど、被買収会
社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。

当社としては、そのような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大規模な買付けを行う者は、
当社の財務および事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、そのような者による大規模な
買付けに対しては、必要かつ相当な対抗措置を講じることにより、当社の企業価値ひいては株主共同
の利益を確保する必要があると考えております。

②　不適切な支配防止のための取組み
当社は、当社を取り巻く経営環境等の変化、金融商品取引法による大量買付行為に関する規制の整

備の浸透状況などを鑑み、大規模買付ルールの取扱いについて慎重に検討を重ねた結果、2016年3月
23日の第109回定時株主総会終結の時をもって、大規模買付ルールを継続しない（廃止する）ことと
させていただきました。

なお、当社は、大規模買付ルールの有無に関わらず、今後とも中長期的な企業価値ひいては株主共
同の利益の確保・向上にグループをあげて取り組んでまいります。また、当社は大規模買付ルール終
了後も、大規模買付行為を行おうとする者に対しては、大規模買付行為の是非を株主の皆様が適切に
判断するための必要かつ十分な情報の提供を求め、あわせて当社取締役会の意見等を開示し、株主の
皆様の検討のための時間と情報の確保に努める等、金融商品取引法、会社法その他関係法令の許容す
る範囲内において、適切な措置を講じてまいります。

◆ 本事業報告中の記載金額および株式数は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結貸借対照表

連 結 計 算 書 類

科　　　目 当期
（2024年12月31日現在）

前期（ご参考）
（2023年12月31日現在）

資 産 の 部 55,739 55,431
流動資産 26,175 26,081

現金及び預金 887 828
受取手形及び売掛金 16,733 16,754
商品及び製品 6,880 6,862
仕掛品 273 235
原材料及び貯蔵品 1,110 1,264
前払費用 97 101
その他 204 53
貸倒引当金 △13 △19

固定資産 29,563 29,350
有形固定資産 24,458 24,660

建物及び構築物 29,807 29,623
減価償却累計額 △20,358 △19,794
建物及び構築物（純額） 9,449 9,828

機械装置及び運搬具 35,872 35,254
減価償却累計額 △30,787 △30,328
機械装置及び運搬具（純額） 5,084 4,926

工具、器具及び備品 1,690 1,620
減価償却累計額 △1,450 △1,437
工具、器具及び備品（純額） 239 182

土地 9,546 9,546
リース資産 163 150

減価償却累計額 △64 △81
リース資産（純額） 98 68

建設仮勘定 39 106
無形固定資産 429 508

のれん 1 3
ソフトウエア 350 423
その他 77 81

投資その他の資産 4,675 4,181
投資有価証券 3,654 3,104
長期前払費用 200 110
繰延税金資産 590 736
その他 235 234
貸倒引当金 △5 △5

資産合計 55,739 55,431

科　　　目 当期
（2024年12月31日現在）

前期（ご参考）
（2023年12月31日現在）

負 債 の 部 31,260 33,204
流動負債 24,897 26,292

支払手形及び買掛金 4,928 4,981
電子記録債務 1,905 2,035
短期借入金 1,850 3,200
リース債務 43 31
未払金 4,753 4,693
未払費用 185 176
未払酒税 8,249 8,240
未払消費税等 1,032 1,289
未払法人税等 634 681
預り金 350 369
賞与引当金 66 59
役員賞与引当金 39 38
株主優待引当金 24 27
設備関係支払手形 562 125
設備関係電子記録債務 136 86
その他 133 254

固定負債 6,363 6,911
長期借入金 1,200 1,800
長期預り金 3,182 3,164
リース債務 66 44
繰延税金負債 183 153
役員株式給付引当金 169 145
退職給付に係る負債 1,499 1,502
資産除去債務 41 42
その他 19 58
純 資 産 の 部 24,478 22,227

株主資本 22,399 20,601
資本金 6,946 6,946
資本剰余金 5,637 5,636
利益剰余金 12,230 9,973
自己株式 △2,414 △1,954

その他の包括利益累計額 1,238 779
その他有価証券評価差額金 1,236 958
繰延ヘッジ損益 104 △83
退職給付に係る調整累計額 △102 △95

非支配株主持分 840 846
負債純資産合計 55,739 55,431

連結貸借対照表 （単位：百万円）

（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

科　　　目 当期
（2024年1月1日から2024年12月31日まで）

前期（ご参考）
（2023年1月1日から2023年12月31日まで）

売上高 84,104 84,947
売上原価 70,139 70,964

売上総利益 13,964 13,983
販売費及び一般管理費 10,516 10,397

営業利益 3,448 3,585
営業外収益 345 254

受取利息 0 0
受取配当金 52 43
持分法による投資利益 151 72
受取賃貸料 60 61
為替差益 30 35
雑収入 50 41

営業外費用 163 137
支払利息 102 91
操業休止等経費 29 25
売上債権売却損 23 11
雑損失 8 8

経常利益 3,629 3,702
特別利益 1 15

固定資産売却益 ― 0
投資有価証券売却益 0 14
その他 1 ―

特別損失 38 113
固定資産除売却損 35 38
減損損失 ― 16
関係会社株式売却損 ― 46
投資有価証券評価損 1 10
その他 1 1

税金等調整前当期純利益 3,592 3,604
法人税、住民税及び事業税 884 770
法人税等調整額 △21 △563
法人税等合計 863 206
当期純利益 2,729 3,398
非支配株主に帰属する当期純利益 0 4
親会社株主に帰属する当期純利益 2,729 3,393

連結損益計算書 （単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

株　主　資　本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,946 5,636 9,973 △1,954 20,601
当期変動額

剰余金の配当 ― ― △471 ― △471
親会社株主に帰属する当期純利益 ― ― 2,729 ― 2,729
自己株式の取得 ― ― ― △460 △460
非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動 ― 0 ― ― 0

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） ― ― ― ― ―

当期変動額合計 ― 0 2,257 △460 1,798
当期末残高 6,946 5,637 12,230 △2,414 22,399

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ

損益
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計
当期首残高 958 △83 △95 779 846 22,227
当期変動額

剰余金の配当 ― ― ― ― ― △471
親会社株主に帰属する当期純利益 ― ― ― ― ― 2,729
自己株式の取得 ― ― ― ― ― △460
非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動 ― ― ― ― ― 0

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 277 187 △7 458 △5 452

当期変動額合計 277 187 △7 458 △5 2,251
当期末残高 1,236 104 △102 1,238 840 24,478

連結株主資本等変動計算書　（2024年１月１日から2024年12月31日まで） （単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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計 算 書 類

科　　　目 当期
（2024年12月31日現在）

前期（ご参考）
（2023年12月31日現在）

資 産 の 部 37,960 37,879

流動資産 1,155 1,159
現金及び預金 104 107
売掛金 195 194
貯蔵品 0 1
前払費用 38 32
関係会社短期貸付金 760 650
未収入金 46 130
立替金 7 40
その他 3 3

固定資産 36,805 36,719
有形固定資産 8,531 8,752

建物 4,887 5,117
構築物 315 330
機械及び装置 206 211
工具、器具及び備品 51 57
土地 2,994 2,994
リース資産 75 41

無形固定資産 374 443
ソフトウエア 341 410
その他 32 32

投資その他の資産 27,899 27,523
投資有価証券 2,205 1,745
関係会社株式 23,789 23,788
関係会社長期貸付金 1,970 2,440
長期前払費用 137 48
その他 153 149
貸倒引当金 △356 △648

資産合計 37,960 37,879

科　　　目 当期
（2024年12月31日現在）

前期（ご参考）
（2023年12月31日現在）

負 債 の 部 18,775 19,582
流動負債 16,603 16,811

電子記録債務 ― 29
短期借入金 15,780 15,860
リース債務 32 20
未払金 324 431
未払費用 55 47
未払消費税等 74 165
未払法人税等 182 123
役員賞与引当金 23 24
株主優待引当金 24 27
設備関係支払手形 4 ―
設備関係電子記録債務 25 1
その他 75 79

固定負債 2,171 2,771
長期借入金 1,220 1,950
長期預り金 350 351
リース債務 53 26
長期未払金 18 56
繰延税金負債 359 241
役員株式給付引当金 169 145
純 資 産 の 部 19,184 18,296

株主資本 18,132 17,530
資本金 6,946 6,946
資本剰余金 5,603 5,603

資本準備金 5,549 5,549
その他資本剰余金 54 54

利益剰余金 7,997 6,935
利益準備金 756 756
その他利益剰余金 7,241 6,178

繰越利益剰余金 7,241 6,178
自己株式 △2,414 △1,954

評価・換算差額等 1,051 766
その他有価証券評価差額金 1,051 766

負債純資産合計 37,960 37,879

貸借対照表 （単位：百万円）

（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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科　　　目 当期
（2024年1月1日から2024年12月31日まで）

前期（ご参考）
（2023年1月1日から2023年12月31日まで）

売上高 3,026 2,741

売上原価 537 560

売上総利益 2,488 2,180

販売費及び一般管理費 696 582

営業利益 1,791 1,598

営業外収益 133 64

受取利息 22 26

受取配当金 105 32

雑収入 5 5

営業外費用 137 119

支払利息 110 99

操業休止等経費 22 19

雑損失 3 0

経常利益 1,788 1,543

特別利益 ― 155

関係会社株式売却益 ― 155

特別損失 3 40

固定資産除売却損 0 21

減損損失 ― 9

投資有価証券評価損 1 8

その他 0 1

税引前当期純利益 1,785 1,658

法人税、住民税及び事業税 259 292

法人税等調整額 △7 △61

法人税等合計 251 231

当期純利益 1,533 1,427

損益計算書 （単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書　（2024年１月１日から2024年12月31日まで） （単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

株　主　資　本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

繰越利益
剰余金

当期首残高 6,946 5,549 54 5,603 756 6,178 6,935
当期変動額

剰余金の配当 ― ― ― ― ― △471 △471
当期純利益 ― ― ― ― ― 1,533 1,533
自己株式の取得 ― ― ― ― ― ― ―
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） ― ― ― ― ― ― ―

当期変動額合計 ― ― ― ― ― 1,062 1,062
当期末残高 6,946 5,549 54 5,603 756 7,241 7,997

株　主　資　本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式 株主資本
合計

その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △1,954 17,530 766 766 18,296
当期変動額

剰余金の配当 ― △471 ― ― △471
当期純利益 ― 1,533 ― ― 1,533
自己株式の取得 △460 △460 ― ― △460
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） ― ― 285 285 285

当期変動額合計 △460 602 285 285 887
当期末残高 △2,414 18,132 1,051 1,051 19,184
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
令和７年２月２５日

オエノンホールディングス株式会社
　取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
東京事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 石 田 大 輔
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 小 宮 正 俊

監査意見
　当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、オエノンホールディングス株式会社の令和６年１月１日から令
和６年１２月３１日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変
動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、オエノ
ンホールディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全
ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当
監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業
倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし
ている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することに
ある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行
を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載
内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容
と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告する
ことが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表
示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監 査 報 告 書
連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどう
かを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要
がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が
ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明すること
にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決
定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家として
の判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立

案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手する。

・ 　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価
の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関
連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付
ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意
を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、
将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど
うかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や
会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手
するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。 監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関
して責任がある。監査人は、 単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重
要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び
に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は
阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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会計監査人の監査報告書　

独立監査人の監査報告書
令和７年２月２５日

オエノンホールディングス株式会社
　取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
東京事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 石 田 大 輔
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 小 宮 正 俊

監査意見
　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、オエノンホールディングス株式会社の令和６年１月１
日から令和６年１２月３１日までの第１１８期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計
算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における
当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業
倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監
査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること
にある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載
内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容
と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す
ることが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表
示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうか
を評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要
がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がない
かどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。
虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与
えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての
判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、

実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
する。

・ 　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連
する注記事項の妥当性を評価する。

・ 　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継
続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継
続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明す
ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうか
とともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を
適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重
要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに
監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害
要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告書　
監　　査　　報　　告　　書

当監査役会は、令和６年１月１日から令和６年１２月３１日までの第１１８期事業年度における取締役の職務の執行に関
して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
１. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）  監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、

電話回線又はインターネット等を経由した手段も活用しながら取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、監査役会では、取締役会の会議の議題に関する事前確認を
行い、意見交換を行いました。

（2）  各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、電話回線又はイン
ターネット等を経由した手段も活用しながら、取締役、監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び
監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。

① 　取締役会その他重要な会議へオンライン形式も含め出席し、取締役及び使用人等と意思疎通及び情報の交換を図
り、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子
会社については、常勤・社外監査役共に、重要な子会社の監査役を兼務しており、子会社の取締役及び監査役等と意
思疎通及び情報の交換を図り、主要な事業所の業務及び財産の状況を調査いたしました。

② 　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会
社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第１００条第１
項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制
システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況についてヒアリングを実施し、必要に応じて
説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 　事業報告に記載されている会社法施行規則第１１８条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについては、取締
役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

④ 　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行
が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第１３１条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質
管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本
等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
２. 監査の結果
（1）  事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事

業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
④ 　事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針については、

指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行規則第１１８条第３号ロの各取組みは、当
該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持
を目的とするものではないと認めます。

（2）  計算書類及びその附属明細書の監査結果
 会計監査人「EY新日本有限責任監査法人」の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3） 連結計算書類の監査結果
 会計監査人「EY新日本有限責任監査法人」の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
 　令和７年２月２５日

オエノンホールディングス株式会社　監査役会
常勤監査役 中 瀬 　 縁 ㊞
監　査　役（社外監査役） 小 野 隆 良 ㊞
監　査　役（社外監査役） 大 鹿 麗 子 ㊞

以　上
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見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

環境に配慮した
植物油インキを
使用しています。
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ザ ロイヤルパーク キャンバス 
銀座コリドー（当社所有）

■　会　場
帝国ホテル東京 本館2階

「孔雀西の間」
東京都千代田区内幸町1丁目1番1号

電話番号 03-3504-1111（代表）

■　開催日時
2025年3月24日（月曜日）

午前10時
（受付開始：午前9時）

■　最寄駅から会場までのご案内
■ 「JR有楽町駅」より徒歩5分
■ 「JR新橋駅」、東京メトロ銀座線 「新橋駅」より徒歩7分
■ 東京メトロ日比谷線、千代田線、都営地下鉄三田線 「日比谷駅」より徒歩3分
■ 東京メトロ日比谷線、丸ノ内線、銀座線 「銀座駅」より徒歩5分
■ 都営地下鉄三田線 「内幸町駅」より徒歩3分

QRコードを読み取っていただくこと
でGoogleMapが起動します。
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車椅子のサポート、座席やお手洗への誘導等が必要な場合には、
当日スタッフへ遠慮なくお声がけください。


